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震災復興計画「発展期」 2年目の決算　　　
　　復興の全体像が明確に  

震災復興計画「発展期」 2年目の決算　　　
　　復興の全体像が明確に  

31年度
－
－

6.7%

－

30年度
－
－

8.1%

－

早期健全化基準
13.01%
18.01%
25.00%

350.00%

　　 
30,858,126,316
5,342,166,606

610,382,160
4,030,659,679
6,116,634,160

46,957,968,921

　　  
28,832,188,689
5,337,966,031

606,694,710
3,941,334,249
5,703,413,904

44,421,597,583

　　 
2,025,937,627

4,200,575
3,687,450

89,325,430
413,220,256

2,536,371,338

区　　分 
一 般 会 計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
下 水 道

合　　計

収　　入　　
1,752,724,177

302,167,517

支　　出　　
1,662,242,964

694,571,416

差し引き額    
90,481,213

－392,403,899

一般会計及び特別会計決算 単位：円

区　　分
収益的収支（消費税など抜き）
資本的収支（消費税など込み）

単位：円水道事業会計決算

区　　分
財 政 力 指 数
経 常 収 支 比 率
公 債 費 比 率

財政状況
31年度 

0.703
101.9%
16.4%

30年度 
0.695

101.9%
5.0%

　　　　　   　　備　　　　　考
1.000に近いほど財政力がある
80%を超えると財政の弾力性が失われる
10%を超さないのが望ましい

　　　　備　　　　考
黒字のため「－」表示
黒字のため「－」表示

充当可能財源等の額が将来負担
額を上回り負の値になるため
「－」表示

区　　分
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

財政健全化判断比率（水道、下水道会計を除く）

※資本的収支不足額は、損益勘定留保資金などで補てんしました。

※早期健全化基準は、早期健全化の必要性を判断するための基準であり、この基準以上である場合には、当該健全化
　判断比率を公表した年度の末日までに「財政健全化計画」を定めなければなりません。

※本市の経常収支比率が 100％を超えていることは、財政運営上留意するべき状況であり、改善に努めていかなけ
　ればなりません。

　９月４日㈮から10月２日㈮まで、29日間の会期で第３回定例会を開催しました。
　今議会の焦点は平成31年度決算の審査でした。市民の税金がどのように使われ、その結果ど
のような成果を生み出したか審査しました。その他人事１件、条例２件、補正予算案６件、工
事３件の審議などを行いました。

特
別
会
計

安全で快適に暮らせるまち

●浸水対策下水道整備事業
●緊急避難路・物流路（清水沢多賀城線）
　整備事業
●緊急避難路・物流路（笠神八幡線）整備事業

歴史・文化を継承し豊かな心を育むまち

●小・中学校環境整備事業
●特別史跡多賀城跡復元整備事業

心がかよう地域の絆を育むまち

●さんみらい多賀城イベントプラザ
　管理運営事業
●市民文化創造・交流プロジェクト推進事業

元気で健やかに暮らせるまち

●子育て世代包括支援センター母子健康
　包括支援事業
●教育・保育施設等整備推進事業
●生活困窮者自立支援事業

集い つながり 活気あふれるまち

●大区画ほ場整備促進事業
●宝堰用水路整備推進事業
●多賀城グルメブランド拡大戦略事業

理解と信頼で進める自律したまち

●歴史都市多賀城付加価値創出事業
●多賀城創建1300年記念関連事業

平成31年度の主な事業は…

歳入決算額 歳出決算額 差し引き額
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相
談
の
段
階
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も

制
度
の
説
明
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
支

援
プ
ラ
ン
の
作
成
ま
で
に
至
る
案
件
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、

納
骨
し
て
い
た
だ
く
お
寺
の
確
保
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

協
力
し
て
い
た
だ
く
葬
祭
業
者
を
通

じ
て
お
寺
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て  

平
成
31
年
度
決
算
で
は
、
納
入
方
法

の
変
更
に
伴
う
給
食
管
理
シ
ス
テ
ム

の
改
修
と
あ
り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
か
ら

は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
と
な
り
ま
す
か
。

平
成
31
年
度
ま
で
は
、
保
護
者
が
給

食
費
を
学
校
口
座
に
振
り
込
み
、
学

校
が
市
の
口
座
に
納
入
す
る
仕
組
み
で
し
た

が
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
保
護
者
が
直
接

市
の
口
座
に
納
入
す
る
仕
組
み
と
な
り
、
教

職
員
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
使
用
さ
れ
て
い
る
地
場

産
品
は
、
全
体
の
約
17
％
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
納
品
規
格
を
緩
和
し
、
さ
ら
な

る
地
場
産
品
の
活
用
を
促
し
農
業
者
の
所
得

向
上
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

地
場
産
品
を
で
き
る
だ
け
使
用
で
き

る
よ
う
、
コ
ス
ト
面
も
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

昨
年
の
台
風
19
号
の
経
験
を
踏
ま
え
、

下
水
道
（
雨
水
）
整
備
状
況
や
こ
れ

ま
で
の
浸
水
状
況
を
分
析
し
、
関
係
部
署
と

情
報
共
有
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
３
回
、
テ
ー
マ
は
Ｄ
Ｖ
に
関
し
て

２
回
、
児
童
虐
待
に
関
し
て
１
回
開

催
し
ま
し
た
。
講
演
会
終
了
後
に
は
、
事
例

検
討
会
を
開
催
す
る
な
ど
具
体
的
な
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

要
保
護
児
童
な
ど
の
相
談
の
解
決
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
か
。

要
保
護
児
童
の
抱
え
る
課
題
が
、
複

雑
か
つ
複
数
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
解
決
に
時
間
を
要
す
る
現
状
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
、
「
要
保
護
」
か
ら
５
件
の

ケ
ー
ス
が
「
要
支
援
」
と
な
り
、
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業 

　
　
　
　

生
産
調
整
で
水
稲
作
付
面
積
が
減
少

し
、
転
作
を
行
っ
た
農
家
に
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
水
田
面
積
と
転
作
水
田
面

積
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

水
田
面
積
は
３
０
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

事
業
対
象
と
な
る
転
作
な
ど
の
水
田

面
積
は
１
０
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
全
体
の
３

分
の
１
で
す
。

転
作
水
田
で
は
ど
の
よ
う
な
作
物
を

作
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

大
豆
が
１
番
多
く
、
そ
の
他
は
野
菜
、

花
き
、
備
蓄
米
な
ど
で
す
。

転
作
作
物
を
作
っ
て
い
る
農
家
の
所

得
が
、
水
稲
農
家
よ
り
も
低
い
の
で

あんなこと  こんなことあんなこと  こんなこと
議論の足跡議論の足跡
市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
ひとつひとつ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
第３回定例会では、決算特別委員会と予算特別委員会において、
市当局との間で主に次のような質疑が行われました。

自
主
防
災
組
織
支
援
事
業  

宮
城
県
自
主
防
災
組
織
育
成
・
活
性

化
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
、
新

田
地
区
で
自
主
防
災
組
織
活
性
化
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
り

ま
し
た
か
。

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、
地
域

課
題
の
確
認
、
災
害
時
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
、
家
庭
内
で
の

自
助
の
取
り
組
み
、
地
域
内
で
の
共
助
の
在

り
方
が
確
認
さ
れ
、
防
災
意
識
の
向
上
お
よ

び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

個
々
の
防
災
意
識
啓
発
策
と
し
て
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
「
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

検
討
し
て
い
ま
す
か
。

近
年
、
多
発
す
る
災
害
に
対
し
て
は
、

行
政
の
対
応
に
も
限
界
が
あ
り
、

個
々
の
取
り
組
み
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
庭
内
で
避
難

に
関
し
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
避
難
方

法
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、

「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
普
及
、
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
内
水
氾
濫
の
場
合
は
想
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

質答質答質

保
育
士
宿
舎
借
上
げ
支
援
事
業  

ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
。

保
育
士
不
足
の
解
消
を
目
指
し
、
私

立
保
育
所
な
ど
に
勤
務
す
る
保
育
士

で
、
資
格
取
得
後
３
年
以
内
の
方
の
運
営
法

人
に
お
け
る
住
居
借
り
上
げ
に
対
し
、
月
額

６
万
円
を
上
限
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
た
保
育
士
の
人

数
は
何
人
で
す
か
。

質質質答 答質答質質 答 答 答

昨
年
度
４
人
、
今
年
度
は
14
人
の
予

定
で
す
。

保
育
士
資
格
取
得
後
３
年
以
内
と
い

う
条
件
は
拡
大
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

国
の
示
し
た
条
件
に
対
し
て
、
若
手

の
保
育
士
雇
用
に
主
眼
を
置
く
た

め
、
本
市
と
し
て
は
資
格
取
得
後
３
年
以
内

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

家
庭
相
談
事
業  

支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
な
人
員
配
置

で
す
か
。

係
長
１
名
、
社
会
福
祉
士
２
名
、
教

員
資
格
者
２
名
、
幼
稚
園
教
諭
資
格

者
１
名
の
６
人
体
制
で
対
応
し
て
お
り
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

相
談
件
数
、
相
談
人
数
が
増
え
て
い

る
要
因
と
、
相
談
支
援
の
対
策
は
。

児
童
虐
待
に
対
す
る
意
識
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
住
民

や
、
警
察
な
ど
か
ら
の
通
報
が
増
え
て
い
る

と
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、

警
察
な
ど
と
連
携
し
迅
速
に
対
応
し
て
い
く

ほ
か
、
本
市
独
自
の
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

用
し
て
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
専
門
性
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に
、
講
演
会

の
開
催
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
か
。

質 答答 質答質 答 質

質

答

…質問

…回答あしあと

●
決
算
特
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員
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「
制
度
利
用
に
関
す
る
相
談
件
数
」

と
「
相
談
に
よ
り
課
題
が
解
決
し
た

件
数
」
は
３
件
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
周
知

を
し
ま
し
た
か
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
民
生
委
員
、
区
長

な
ど
の
会
議
の
場
や
各
種
講
座
に
出
向
し
て

制
度
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
誌
に

掲
載
し
周
知
に
努
め
ま
し
た
。

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
案
件
は
あ

り
ま
し
た
か
。

質答質

質 質質 質答 答答

小
学
校
給
食
の
12
項
目
中
７
項
目
の

栄
養
価
が
文
部
科
学
省
で
示
し
て
い

る
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。地
場
産
品

の
活
用
も
踏
ま
え
、給
食
費
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。野

菜
を
多
く
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の

残
食
が
多
い
と
分
析
し
て
い
ま
す
が
、

改
善
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い

ま
す
か
。栄

養
摂
取
率
を
上
げ
る
工
夫
と
食
べ

や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
化
の
工
夫
を
給
食

セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
が
中
心
と
な
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

残
食
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

ま
す
か
。

平
成
30
年
度
ま
で
は
肥
料
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
以
降
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
か
ら
処
理
容
量
が
超
過
し

た
た
め
、受
け
入
れ
で
き
な
い
旨
の
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。現
在
は
一
般
廃
棄
物
と

し
て
処
理
し
て
い
ま
す
が
、再
び
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。

答 質 答答 質

あ
れ
ば
、
同
等
の
所
得
を
得
ら
れ
る
施
策
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

国
の
助
成
金
や
市
独
自
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
、
所
得
向
上
に
向
け
、

転
作
作
物
の
調
整
を
し
な
が
ら
、
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

答

答

▲稲刈りを待つ水田
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相
談
の
段
階
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も

制
度
の
説
明
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
支

援
プ
ラ
ン
の
作
成
ま
で
に
至
る
案
件
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、

納
骨
し
て
い
た
だ
く
お
寺
の
確
保
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

協
力
し
て
い
た
だ
く
葬
祭
業
者
を
通

じ
て
お
寺
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て  

平
成
31
年
度
決
算
で
は
、
納
入
方
法

の
変
更
に
伴
う
給
食
管
理
シ
ス
テ
ム

の
改
修
と
あ
り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
か
ら

は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
と
な
り
ま
す
か
。

平
成
31
年
度
ま
で
は
、
保
護
者
が
給

食
費
を
学
校
口
座
に
振
り
込
み
、
学

校
が
市
の
口
座
に
納
入
す
る
仕
組
み
で
し
た

が
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
保
護
者
が
直
接

市
の
口
座
に
納
入
す
る
仕
組
み
と
な
り
、
教

職
員
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
使
用
さ
れ
て
い
る
地
場

産
品
は
、
全
体
の
約
17
％
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
納
品
規
格
を
緩
和
し
、
さ
ら
な

る
地
場
産
品
の
活
用
を
促
し
農
業
者
の
所
得

向
上
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

地
場
産
品
を
で
き
る
だ
け
使
用
で
き

る
よ
う
、
コ
ス
ト
面
も
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

昨
年
の
台
風
19
号
の
経
験
を
踏
ま
え
、

下
水
道
（
雨
水
）
整
備
状
況
や
こ
れ

ま
で
の
浸
水
状
況
を
分
析
し
、
関
係
部
署
と

情
報
共
有
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
３
回
、
テ
ー
マ
は
Ｄ
Ｖ
に
関
し
て

２
回
、
児
童
虐
待
に
関
し
て
１
回
開

催
し
ま
し
た
。
講
演
会
終
了
後
に
は
、
事
例

検
討
会
を
開
催
す
る
な
ど
具
体
的
な
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

要
保
護
児
童
な
ど
の
相
談
の
解
決
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
か
。

要
保
護
児
童
の
抱
え
る
課
題
が
、
複

雑
か
つ
複
数
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
解
決
に
時
間
を
要
す
る
現
状
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
、
「
要
保
護
」
か
ら
５
件
の

ケ
ー
ス
が
「
要
支
援
」
と
な
り
、
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業 

　
　
　
　

生
産
調
整
で
水
稲
作
付
面
積
が
減
少

し
、
転
作
を
行
っ
た
農
家
に
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
水
田
面
積
と
転
作
水
田
面

積
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

水
田
面
積
は
３
０
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

事
業
対
象
と
な
る
転
作
な
ど
の
水
田

面
積
は
１
０
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
全
体
の
３

分
の
１
で
す
。

転
作
水
田
で
は
ど
の
よ
う
な
作
物
を

作
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

大
豆
が
１
番
多
く
、
そ
の
他
は
野
菜
、

花
き
、
備
蓄
米
な
ど
で
す
。

転
作
作
物
を
作
っ
て
い
る
農
家
の
所

得
が
、
水
稲
農
家
よ
り
も
低
い
の
で

あんなこと  こんなことあんなこと  こんなこと
議論の足跡議論の足跡
市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
ひとつひとつ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
第３回定例会では、決算特別委員会と予算特別委員会において、
市当局との間で主に次のような質疑が行われました。

自
主
防
災
組
織
支
援
事
業  

宮
城
県
自
主
防
災
組
織
育
成
・
活
性

化
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
、
新

田
地
区
で
自
主
防
災
組
織
活
性
化
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
り

ま
し
た
か
。

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、
地
域

課
題
の
確
認
、
災
害
時
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
、
家
庭
内
で
の

自
助
の
取
り
組
み
、
地
域
内
で
の
共
助
の
在

り
方
が
確
認
さ
れ
、
防
災
意
識
の
向
上
お
よ

び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

個
々
の
防
災
意
識
啓
発
策
と
し
て
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
「
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

検
討
し
て
い
ま
す
か
。

近
年
、
多
発
す
る
災
害
に
対
し
て
は
、

行
政
の
対
応
に
も
限
界
が
あ
り
、

個
々
の
取
り
組
み
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
庭
内
で
避
難

に
関
し
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
避
難
方

法
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、

「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
普
及
、
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
内
水
氾
濫
の
場
合
は
想
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

質答質答質

保
育
士
宿
舎
借
上
げ
支
援
事
業  

ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
。

保
育
士
不
足
の
解
消
を
目
指
し
、
私

立
保
育
所
な
ど
に
勤
務
す
る
保
育
士

で
、
資
格
取
得
後
３
年
以
内
の
方
の
運
営
法

人
に
お
け
る
住
居
借
り
上
げ
に
対
し
、
月
額

６
万
円
を
上
限
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
た
保
育
士
の
人

数
は
何
人
で
す
か
。

質質質答 答質答質質 答 答 答

昨
年
度
４
人
、
今
年
度
は
14
人
の
予

定
で
す
。

保
育
士
資
格
取
得
後
３
年
以
内
と
い

う
条
件
は
拡
大
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

国
の
示
し
た
条
件
に
対
し
て
、
若
手

の
保
育
士
雇
用
に
主
眼
を
置
く
た

め
、
本
市
と
し
て
は
資
格
取
得
後
３
年
以
内

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

家
庭
相
談
事
業  

支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
な
人
員
配
置

で
す
か
。

係
長
１
名
、
社
会
福
祉
士
２
名
、
教

員
資
格
者
２
名
、
幼
稚
園
教
諭
資
格

者
１
名
の
６
人
体
制
で
対
応
し
て
お
り
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

相
談
件
数
、
相
談
人
数
が
増
え
て
い

る
要
因
と
、
相
談
支
援
の
対
策
は
。

児
童
虐
待
に
対
す
る
意
識
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
住
民

や
、
警
察
な
ど
か
ら
の
通
報
が
増
え
て
い
る

と
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、

警
察
な
ど
と
連
携
し
迅
速
に
対
応
し
て
い
く

ほ
か
、
本
市
独
自
の
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

用
し
て
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
専
門
性
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に
、
講
演
会

の
開
催
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
か
。
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「
制
度
利
用
に
関
す
る
相
談
件
数
」

と
「
相
談
に
よ
り
課
題
が
解
決
し
た

件
数
」
は
３
件
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
周
知

を
し
ま
し
た
か
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
民
生
委
員
、
区
長

な
ど
の
会
議
の
場
や
各
種
講
座
に
出
向
し
て

制
度
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
誌
に

掲
載
し
周
知
に
努
め
ま
し
た
。

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
案
件
は
あ

り
ま
し
た
か
。

質答質
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小
学
校
給
食
の
12
項
目
中
７
項
目
の

栄
養
価
が
文
部
科
学
省
で
示
し
て
い

る
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。地
場
産
品

の
活
用
も
踏
ま
え
、給
食
費
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。野

菜
を
多
く
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の

残
食
が
多
い
と
分
析
し
て
い
ま
す
が
、

改
善
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い

ま
す
か
。栄

養
摂
取
率
を
上
げ
る
工
夫
と
食
べ

や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
化
の
工
夫
を
給
食

セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
が
中
心
と
な
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

残
食
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

ま
す
か
。

平
成
30
年
度
ま
で
は
肥
料
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
以
降
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
か
ら
処
理
容
量
が
超
過
し

た
た
め
、受
け
入
れ
で
き
な
い
旨
の
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。現
在
は
一
般
廃
棄
物
と

し
て
処
理
し
て
い
ま
す
が
、再
び
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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あ
れ
ば
、
同
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の
所
得
を
得
ら
れ
る
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が

必
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で
は
な
い
で
す
か
。

国
の
助
成
金
や
市
独
自
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
、
所
得
向
上
に
向
け
、
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作
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物
の
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、
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し
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ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
イ
チ
ジ
ク
は
有
効

な
作
物
だ
と
思
い
ま
す
が
、
収
穫
で

き
る
ま
で
３
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
生
産
性
の
効
率
化
な
ど
、
農
業
者
の

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。

若
手
農
業
者
の
担
い
手
支
援
や
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
継
承
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
ま
す
か
。

新
規
就
農
や
家
族
経
営
の
継
承
な
ど

の
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
認
定
農
業

者
連
絡
会
や
、
施
設
園
芸
組
合
な
ど
の
関
係

団
体
の
研
修
、
営
農
指
導
を
活
用
し
、
担
い

手
の
継
承
や
、
育
成
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
方
法
に
つ
い
て
、
来
年
度
に
向
け
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境（
ご
み
）に
つ
い
て  

環
境
講
座
の
開
催
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
市
民
の
環
境
意
識
向
上
に

つ
な
が
っ
た
成
果
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

環
境
出
前
講
座
を
36
回
開
催
し
、
さ

ら
に
８
月
に
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
開
催
し
た
「
環
境
グ
ル
ー
ヴ
フ
ェ

ス
」
に
多
く
の
市
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
環
境
出
前
講
座
は
小
学
校
を

中
心
に
展
開
し
、
次
代
を
担
う
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
、
環
境
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

図
る
情
報
を
発
信
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
ご
み
の
減
量
に
有
効

と
思
わ
れ
る
「
生
ご
み
処
理
容
器
等

購
入
費
補
助
事
業
」
の
成
果
は
ど
の
程
度
で

し
ょ
う
か
。

年
間
の
事
業
予
算
額
は
18
万
４
千
円

で
、
補
助
金
額
は
屋
外
設
置
な
ど
の

生
ご
み
処
理
容
器
が
最
大
３
千
円
、
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
が
最
大
２
万
５
千
円
で
す
。

平
成
31
年
度
は
９
世
帯
に
補
助
、
令
和
２
年

度
は
12
世
帯
が
補
助
申
請
し
、
予
算
額
に
達

し
た
た
め
今
年
度
の
事
業
は
完
了
し
て
お
り

ま
す
。

家
庭
の
ご
み
減
量
を
図
る
た
め
に
は
、

楽
し
く
エ
コ
活
動
が
行
え
る
工
夫
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
生
ご
み
の
水
切
り
道

具
を
市
民
に
無
償
配
布
す
る
な
ど
の
検
討
を

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

先
進
地
の
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
参

考
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て  

本
市
内
の
犬
の
登
録
件
数
と
、
狂
犬

病
予
防
接
種
の
接
種
率
は
ど
の
く
ら

い
で
、
接
種
率
向
上
の
た
め
ど
の
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

犬
の
登
録
は
２
５
０
４
頭
、
狂
犬
病

予
防
接
種
の
接
種
率
は
86
％
で
す
。

狂
犬
病
予
防
接
種
は
動
物
病
院
で
の
接
種
の

ほ
か
、
市
内
数
カ
所
で
出
張
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
先
に
予
防
接
種

を
受
け
な
か
っ
た
飼
い
主
に
、
予
防
接
種
を

受
け
る
よ
う
促
す
通
知
文
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

愛
護
の
取
り
組
み
の
観
点
、
お
よ
び

災
害
発
生
時
の
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難

の
観
点
か
ら
も
、
犬
猫
の
管
理
に
つ
い
て
、

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
や
し
つ
け
の
実
施
な
ど
を

周
知
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
で
す

か
。

引
き
こ
も
り
に
つ
い
て  

引
き
こ
も
り
の
件
数
は
把
握
し
て
い

ま
す
か
。

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
窓
口
で

は
、
過
去
５
年
間
、
年
平
均
で
29
件

で
す
。

相
談
窓
口
の
周
知
や
、
相
談
し
や
す

い
体
制
、
訪
問
型
の
支
援
も
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

全
庁
的
に
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け

入
れ
、
伴
走
型
の
支
援
を
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
訪
問
型
の
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
や
、
地
元
企
業
と
連
携
し
た
就

労
支
援
に
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
か
。

「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う
」
で

は
、
農
家
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

農
作
業
を
通
じ
た
就
労
体
験
が
で
き
て
お
り

ま
す
。
市
内
の
企
業
に
も
就
労
体
験
の
場
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
結
び
つ
き
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。「

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う
」
で

は
、
令
和
２
年
度
で
被
災
者
総
合
支

援
事
業
は
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
支
援
が
必

要
な
方
々
の
こ
の
よ
う
な
居
場
所
の
継
続
に

つ
い
て
は
検
討
を
し
て
い
ま
す
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
断
の
影
響
を
踏

ま
え
つ
つ
、
こ
う
し
た
居
場
所
の
確

園
芸
施
設
建
設
補
助
事
業  

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
建
設
す
る
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
面
積
と
栽
培
作
物

は
何
で
す
か
。

１
０
２
６
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
栽
培

計
画
で
は
ほ
う
れ
ん
草
を
年
４
回
と

小
松
菜
１
回
の
、
５
回
転
で
作
付
け
す
る
予

定
で
す
。市

の
特
産
品
と
し
て
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
や
、
加
工
品
と
し
て
も
活
用
で
き

る
果
物
の
イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
を
検
討
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

教
職
員
の
勤
務
状
況  

小
・
中
学
校
の
先
生
方
の
時
間
外
労

働
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

月
80
時
間
を
超
え
て
い
る
教
師
が
、

小
学
校
で
５
人
、
中
学
校
で
は
56
人

い
ま
す
。時

間
外
労
働
が
日
常
化
し
て
い
る
状

況
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
決

し
て
良
い
学
習
環
境
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

教
材
研
究
の
時
間
は
十
分
に
と
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

残
念
で
す
が
、
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

勤
務
時
間
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
出
退
勤
管
理
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
ど
う
で
す

か
。

第
二
中
学
校
で
試
験
的
に
導
入
し
、

検
証
し
て
い
ま
す
。
他
の
学
校
に
つ

い
て
も
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
い
次
第
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質質 答質答

答

答

質質

質答 質答

答質答質答

質 質答 答質

質質 答

答質答

令和２年第４回定例会令和２年第４回定例会

次回の定例会は次回の定例会は
12月  ７日（月）から
12月23日（水）の予定です。
12月  ７日（月）から
12月23日（水）の予定です。

●正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・
　市ホームページでお知らせします。

●定例会本会議、予算・
　決算特別委員会はイン
　ターネットでもご覧い
　ただけます。

■
議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

※現在、コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
議会図書室での傍聴をご案内していますが、今
後の状況を見て検討してまいります。

　
９
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
広
報
特
別
委
員
会
委
員

の
辞
任
許
可
及
び
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

広
報
特
別
委
員
会

　● 

遠
藤
秋
雄
議
員
の
辞
任
を
許
可

　● 

戸
津
川
晴
美
議
員
を
委
員
に
指
名

●
予
算
特
別
委
員
会

こ
れ
ま
で
狂
犬
病
予
防
接
種
の
勧
奨

に
力
を
入
れ
、
さ
ら
に
犬
猫
の
ふ
ん

の
マ
ナ
ー
向
上
な
ど
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
広
報
誌
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に

周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答

▲花き園芸施設

6

あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と
議
論
の
足
跡



ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
イ
チ
ジ
ク
は
有
効

な
作
物
だ
と
思
い
ま
す
が
、
収
穫
で

き
る
ま
で
３
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
生
産
性
の
効
率
化
な
ど
、
農
業
者
の

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。

若
手
農
業
者
の
担
い
手
支
援
や
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
継
承
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
ま
す
か
。

新
規
就
農
や
家
族
経
営
の
継
承
な
ど

の
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
認
定
農
業

者
連
絡
会
や
、
施
設
園
芸
組
合
な
ど
の
関
係

団
体
の
研
修
、
営
農
指
導
を
活
用
し
、
担
い

手
の
継
承
や
、
育
成
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
方
法
に
つ
い
て
、
来
年
度
に
向
け
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境（
ご
み
）に
つ
い
て  

環
境
講
座
の
開
催
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
市
民
の
環
境
意
識
向
上
に

つ
な
が
っ
た
成
果
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

環
境
出
前
講
座
を
36
回
開
催
し
、
さ

ら
に
８
月
に
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
開
催
し
た
「
環
境
グ
ル
ー
ヴ
フ
ェ

ス
」
に
多
く
の
市
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
環
境
出
前
講
座
は
小
学
校
を

中
心
に
展
開
し
、
次
代
を
担
う
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
、
環
境
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

図
る
情
報
を
発
信
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
ご
み
の
減
量
に
有
効

と
思
わ
れ
る
「
生
ご
み
処
理
容
器
等

購
入
費
補
助
事
業
」
の
成
果
は
ど
の
程
度
で

し
ょ
う
か
。

年
間
の
事
業
予
算
額
は
18
万
４
千
円

で
、
補
助
金
額
は
屋
外
設
置
な
ど
の

生
ご
み
処
理
容
器
が
最
大
３
千
円
、
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
が
最
大
２
万
５
千
円
で
す
。

平
成
31
年
度
は
９
世
帯
に
補
助
、
令
和
２
年

度
は
12
世
帯
が
補
助
申
請
し
、
予
算
額
に
達

し
た
た
め
今
年
度
の
事
業
は
完
了
し
て
お
り

ま
す
。

家
庭
の
ご
み
減
量
を
図
る
た
め
に
は
、

楽
し
く
エ
コ
活
動
が
行
え
る
工
夫
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
生
ご
み
の
水
切
り
道

具
を
市
民
に
無
償
配
布
す
る
な
ど
の
検
討
を

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

先
進
地
の
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
参

考
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て  

本
市
内
の
犬
の
登
録
件
数
と
、
狂
犬

病
予
防
接
種
の
接
種
率
は
ど
の
く
ら

い
で
、
接
種
率
向
上
の
た
め
ど
の
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

犬
の
登
録
は
２
５
０
４
頭
、
狂
犬
病

予
防
接
種
の
接
種
率
は
86
％
で
す
。

狂
犬
病
予
防
接
種
は
動
物
病
院
で
の
接
種
の

ほ
か
、
市
内
数
カ
所
で
出
張
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
先
に
予
防
接
種

を
受
け
な
か
っ
た
飼
い
主
に
、
予
防
接
種
を

受
け
る
よ
う
促
す
通
知
文
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

愛
護
の
取
り
組
み
の
観
点
、
お
よ
び

災
害
発
生
時
の
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難

の
観
点
か
ら
も
、
犬
猫
の
管
理
に
つ
い
て
、

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
や
し
つ
け
の
実
施
な
ど
を

周
知
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
で
す

か
。

引
き
こ
も
り
に
つ
い
て  

引
き
こ
も
り
の
件
数
は
把
握
し
て
い

ま
す
か
。

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
窓
口
で

は
、
過
去
５
年
間
、
年
平
均
で
29
件

で
す
。

相
談
窓
口
の
周
知
や
、
相
談
し
や
す

い
体
制
、
訪
問
型
の
支
援
も
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

全
庁
的
に
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け

入
れ
、
伴
走
型
の
支
援
を
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
訪
問
型
の
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
や
、
地
元
企
業
と
連
携
し
た
就

労
支
援
に
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
か
。

「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う
」
で

は
、
農
家
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

農
作
業
を
通
じ
た
就
労
体
験
が
で
き
て
お
り

ま
す
。
市
内
の
企
業
に
も
就
労
体
験
の
場
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
結
び
つ
き
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。「

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う
」
で

は
、
令
和
２
年
度
で
被
災
者
総
合
支

援
事
業
は
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
支
援
が
必

要
な
方
々
の
こ
の
よ
う
な
居
場
所
の
継
続
に

つ
い
て
は
検
討
を
し
て
い
ま
す
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
断
の
影
響
を
踏

ま
え
つ
つ
、
こ
う
し
た
居
場
所
の
確

園
芸
施
設
建
設
補
助
事
業  

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
建
設
す
る
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
面
積
と
栽
培
作
物

は
何
で
す
か
。

１
０
２
６
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
栽
培

計
画
で
は
ほ
う
れ
ん
草
を
年
４
回
と

小
松
菜
１
回
の
、
５
回
転
で
作
付
け
す
る
予

定
で
す
。市

の
特
産
品
と
し
て
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
や
、
加
工
品
と
し
て
も
活
用
で
き

る
果
物
の
イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
を
検
討
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

教
職
員
の
勤
務
状
況  

小
・
中
学
校
の
先
生
方
の
時
間
外
労

働
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

月
80
時
間
を
超
え
て
い
る
教
師
が
、

小
学
校
で
５
人
、
中
学
校
で
は
56
人

い
ま
す
。時

間
外
労
働
が
日
常
化
し
て
い
る
状

況
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
決

し
て
良
い
学
習
環
境
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

教
材
研
究
の
時
間
は
十
分
に
と
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

残
念
で
す
が
、
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

勤
務
時
間
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
出
退
勤
管
理
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
ど
う
で
す

か
。

第
二
中
学
校
で
試
験
的
に
導
入
し
、

検
証
し
て
い
ま
す
。
他
の
学
校
に
つ

い
て
も
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
い
次
第
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質質 答質答

答

答

質質

質答 質答

答質答質答

質 質答 答質

質質 答

答質答

令和２年第４回定例会令和２年第４回定例会

次回の定例会は次回の定例会は
12月  ７日（月）から
12月23日（水）の予定です。
12月  ７日（月）から
12月23日（水）の予定です。

●正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・
　市ホームページでお知らせします。

●定例会本会議、予算・
　決算特別委員会はイン
　ターネットでもご覧い
　ただけます。

■
議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

※現在、コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
議会図書室での傍聴をご案内していますが、今
後の状況を見て検討してまいります。

　
９
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
広
報
特
別
委
員
会
委
員

の
辞
任
許
可
及
び
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

広
報
特
別
委
員
会

　● 

遠
藤
秋
雄
議
員
の
辞
任
を
許
可

　● 

戸
津
川
晴
美
議
員
を
委
員
に
指
名

●
予
算
特
別
委
員
会

こ
れ
ま
で
狂
犬
病
予
防
接
種
の
勧
奨

に
力
を
入
れ
、
さ
ら
に
犬
猫
の
ふ
ん

の
マ
ナ
ー
向
上
な
ど
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
広
報
誌
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に

周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答

▲花き園芸施設

7

あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と
議
論
の
足
跡
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討

論

　

平
成
31
年
度
歳
出
決
算
額
は
約

２
８
８
億
円
、
う
ち
通
常
経
費
で
は

２
３
６
億
円
、
残
り
52
億
円
は
震
災

関
連
経
費
・
積
立
金
で
あ
り
ま
す
。

　

通
常
経
費
は
、
前
年
度
比
で
約

４
億
８
千
万
円
の
減
で
す
が
、
小
中

学
校
の
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
工
事

の
本
格
化
や
多
賀
城
駅
周
辺
の
市
街

地
再
開
発
関
連
事
業
な
ど
に
係
る
市

債
の
繰
り
上
げ
償
還
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
増
要
因
で
、
ふ
る
さ
と
・
多

賀
城
応
援
寄
附
金
が
前
年
度
比
約

23
億
円
の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
多
賀
城
駅
周
辺
市
有
地

の
売
り
払
い
を
契
機
と
し
て
、
市
街

地
再
開
発
関
連
事
業
に
お
い
て
活
用

し
た
地
方
財
政
措
置
の
な
い
起
債
を

一
括
し
て
繰
り
上
げ
償
還
（
約
13
億

円
）
し
、
起
債
残
高
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
市
債
残
高
が
約
20
億
円
減

少
し
、
そ
れ
に
伴
い
将
来
負
担
額
が

減
少
す
る
た
め
将
来
負
担
比
率
が
前

年
度
か
ら
４・５
ポ
イ
ン
ト
減
少
、
改

善
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
大
い
に
評

価
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
市
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に
よ

り
、
今
後
の
財
政
指
標
に
及
ぼ
す
影

響
は
、
令
和
２
年
度
以
降
に
返
済
す

る
予
定
で
あ
っ
た
市
債
を
繰
り
上
げ

償
還
し
た
こ
と
で
、
健
全
化
指
標
の

一
つ
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
と
公

債
費
比
率
が
改
善
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
主
要
な
事
業
の
成
果
と
し
て
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、
保
育
の

質
の
向
上
の
た
め
の
保
育
士
確
保
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン

整
備
と
ト
イ
レ
洋
式
化
へ
向
け
た
設

計
、
多
賀
城
南
門
復
元
工
事
の
着
手

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
復
興
事
業
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ

ザ
「
S
T
E
P
」
が
完
成
し
、
復
興

団
地
の
ハ
ー
ド
事
業
も
全
て
完
了
。

緊
急
避
難
路
物
流
路
・
大
規
模
橋
梁

工
事
完
了
、
令
和
２
年
度
は
道
路
築

造
と
改
装
工
事
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
は
、
市
税
収
入
が
増

加
し
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
財
政
経
営
が
よ
り
一
層
厳

し
い
も
の
に
な
る
懸
念
が
あ
り
、
事

務
事
業
の
厳
選
を
今
以
上
に
、
令
和

２
年
度
以
降
も
こ
れ
ら
の
懸
念
・
課

題
を
踏
ま
え
行
財
政
経
営
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
付
言
し
、
賛
成
討
論
と
い

た
し
ま
す
。

繰
り
上
げ
償
還
が
及
ぼ
し
た
財
政
指
標
へ
の
好
影
響

自
由
民
主
党
多
賀
城
市
議
団
　
米
　
澤
　
ま
き
子
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討

論

　
平
成
31
年
度
決
算
は
、「
ふ
る
さ
と

納
税
」
が
前
年
度
比
19
億
円
の
減
で

し
た
が
、
震
災
復
興
事
業
が
ほ
ぼ
完

了
す
る
状
況
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　
各
会
計
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
評

価
す
る
点
は
評
価
し
な
が
ら
、
市
民

の
願
い
に
寄
り
添
っ
た
も
の
か
ど
う

か
で
判
断
し
、
反
対
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
一
般
会
計
」
に
つ
い
て
は
、
被

災
者
支
援
の
家
賃
減
免
制
度
が
継
続

し
た
こ
と
や
、
復
興
事
業
の
進
展
、

小
中
学
校
の
改
修
事
業
に
つ
い
て
評

価
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民
の
暮

ら
し
応
援
の
分
野
で
、
消
費
税
引
き

上
げ
に
便
乗
し
て
市
諸
施
設
の
使
用

料
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。
市
民

バ
ス
の
料
金
を
半
額
に
す
る
と
い
う

公
約
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
基
金
も
活
用
し

て
積
極
的
に
対
応
す
べ
き
こ
と
。
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
で
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ

と
。
準
要
保
護
基
準
を
緩
和
す
る
こ

と
。
学
校
給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ

と
。
少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
。

土
地
利
用
と
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

　
平
成
31
年
度
決
算
の
震
災
復
興
事

業
で
は
、
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
復
興

団
地
の
、
企
業
12
社
が
全
て
決
定
し
、

９
社
が
操
業
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
促
進
が
図
ら
れ
、
災
害
備

蓄
倉
庫
、
多
目
的
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ザ

「
S
T
E
P
」
も
完
成
し
、
防
災
・
減

災
機
能
が
拡
充
さ
れ
、
緊
急
避
難
路・

物
流
路
・
清
水
沢
多
賀
城
線
お
よ
び

笠
神
八
幡
線
の
整
備
事
業
も
、
完
了

間
近
と
な
り
ま
し
た
。

　
重
点
施
策
の
「
た
が
じ
ょ
う
で　

た
の
し
く　
そ
だ
つ　
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
子
育
て
支
援
は
、
産
後
支
援

の
満
足
度
も
90
・
９
％
と
高
い
評
価

と
な
り
、
保
育
所
運
営
で
は
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
適
切
な

対
応
や
、
新
た
な
保
育
園
を
新
設
す

る
な
ど
、
待
機
児
童
の
解
消
と
、
保

育
士
不
足
の
改
善
を
評
価
い
た
し
ま

す
。

　
小
中
学
校
施
設
で
は
、
大
規
模
改

修
工
事
や
、
エ
ア
コ
ン
設
置
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
の
設
計
な
ど
、
学
習
環

境
改
善
の
促
進
を
評
価
し
ま
す
。
ま

た
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け

た
、
南
門
復
元
整
備
事
業
を
着
手
さ

れ
、
完
成
に
向
け
、
市
民
の
郷
土
愛

と
、
誇
り
が
育
ま
れ
る
よ
う
推
進
を

宮
内
地
区
の
鉄
粉
・
粉
じ
ん
飛
散
問

題
は
市
の
責
任
で
解
決
す
る
こ
と
。

石
炭
火
力
発
電
所
問
題
は
市
民
の
要

求
に
沿
っ
て
解
決
す
る
こ
と
。
な
ど

の
理
由
で
反
対
し
ま
し
た
。

　
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
、「
国
民
健

康
保
険
」
会
計
は
、
10
億
円
を
超
え

る
基
金
残
高
を
使
っ
て
保
険
税
を
引

き
下
げ
る
こ
と
。
子
ど
も
の
均
等
割

り
を
非
課
税
に
す
る
こ
と
。
を
要
求

し
て
反
対
。「
後
期
高
齢
者
医
療
」「
介

護
保
険
」
会
計
に
つ
い
て
は
、
当
初

の
説
明
と
違
い
、
国
民
に
負
担
増
を

強
い
、
サ
ー
ビ
ス
が
切
り
捨
て
ら
れ

る
の
で
反
対
。「
下
水
道
」
会
計
は
、

安
楽
寺
雨
水
幹
線
整
備
を
要
求
し
て

反
対
。
最
後
に
「
水
道
事
業
」
会
計

に
つ
い
て
、
積
み
上
が
る
純
利
益
で

高
す
ぎ
る
水
道
料
金
を
引
き
下
げ
る

こ
と
。
水
道
事
業
管
理
者
の
談
合
問

題
で
の
真
相
解
明
、
業
者
に
よ
る
受

注
調
整
疑
惑
の
全
容
解
明
な
ど
、
市

民
の
信
頼
回
復
を
求
め
て
反
対
と
し

ま
し
た
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
重
点
施
策
「
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
歴
史
都
市
多
賀

城
付
加
価
値
創
出
事
業
で
は
、
光
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
、
史

都
中
央
通
線
開
通
記
念
事
業
な
ど
、

文
化
と
歴
史
の
ま
ち
多
賀
城
の
魅
力

発
信
と
交
流
人
口
の
創
出
の
取
り
組

み
を
評
価
し
、
今
後
の
定
住
促
進
も

期
待
を
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

特
定
健
康
診
査
事
業
の
受
診
率
の
向

上
と
疾
病
予
防
の
取
り
組
み
を
評
価

し
ま
す
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援

や
、
市
民
や
、
中
学
生
へ
の
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
な

ど
、
介
護
予
防
の
意
識
向
上
の
成
果

を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
浸

水
対
策
下
水
道
整
備
事
業
の
雨
水
対

策
の
推
進
を
評
価
し
ま
す
。
水
道
事

業
会
計
で
は
、
節
水
な
ど
の
影
響
で

年
間
総
有
収
水
量
が
減
少
し
ま
し
た

が
、
有
収
率
を
維
持
し
、
定
期
的
な

漏
水
調
査
や
、
鉛
製
給
水
管
解
消
の

ご
努
力
を
評
価
し
、
賛
成
討
論
と
い

た
し
ま
す
。

市
民
へ
の
思
い
や
り
に
欠
け
る
決
算
に
は
反
対

日
本
共
産
党
多
賀
城
市
議
団
　
中
　
田
　
定
　
行

復
興
へ
の
完
結
と

　
災
害
対
策
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
評
価
!!

公
明
党
多
賀
城
市
議
団
　
齋
　
藤
　
裕
　
子



案
件
等
の
番
号

自由民主党 日本共産党 公明党 無 多 市 新
審
議
結
果

佐
藤　
雅
博

鈴
木
新
津
男

米
澤
ま
き
子

森　
長
一
郎

吉
田　
瑞
生

雨
森　
修
一

遠
藤　
秋
雄

中
田　
定
行

佐
藤　
惠
子

戸
津
川
晴
美

阿
部　
正
幸

齋
藤　
裕
子

根
本　
朝
栄

江
口　
正
夫

板
橋　
惠
一

昌
浦　
泰
已

竹
谷　
英
昭

伏
谷　
修
一

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

意見なし同意
2 ～７ ○ 欠

（
※
1
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
８，９ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

10 ～ 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
　表示の説明　賛成は○　反対は×　欠は欠席（※ 1 病気による欠席）　　　※ 議長は公正中立の立場から表決に加わりません
　会派名　自由民主党 = 自由民主党多賀城市議団　日本共産党 = 日本共産党多賀城市議団
　公明党 = 公明党多賀城市議団　無 = 無所属の会　多 = 多賀城市民の会　市 = 市民クラブ　新 = 新世紀クラブ
　※伏谷議長は公正を期すため無会派になります。

1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

令和 2 年 9 月 30 日をもって任期満了となる齋藤昭雄委員（大代）と、令和 2 年 12 月 31 日をもって任
期満了となる鈴木たけの委員（高橋）を、同委員（再任）として推薦することに同意しました。

2 多賀城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令の施行に伴い、家庭的保育事業者な
どにおける保育提供終了後の受け皿となる連携施設の確保義務の免除などの改正を行いました。

3 多賀城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の
一部を改正する内閣府令の施行に伴い、特定地域型保育事業者における保育提供終了後の受け皿となる連
携施設の確保義務の免除の改正を行いました。

4 工事請負契約の締結について（令和 2 年度小学校トイレ大規模改造工事）

5 工事請負契約の締結について（令和 2 年度中学校トイレ大規模改造工事）

6 工事請負契約の締結について（令和 2 年度小中学校トイレ大規模改造工事）

7 平成 31 年度多賀城市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

8 平成 31 年度多賀城市一般会計決算及び各特別会計決算の認定について

9 平成 31 年度多賀城市水道事業会計決算の認定について

10 令和 2 年度多賀城市一般会計補正予算（第 6 号）

11 令和 2 年度多賀城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）

12 令和 2 年度多賀城市介護保険特別会計補正予算（第 2 号）

13 令和 2 年度多賀城市水道事業会計補正予算（第 4 号）

14 令和 2 年度多賀城市下水道事業会計補正予算（第 2 号）

15 令和２年度多賀城市一般会計補正予算（第 7 号）

第３回定例会（９月４日～ 10月２日）市長が提出した議案

第３回定例会　表決一覧

第３回臨時会（７月 27日）市長が提出した議案

第３回臨時会　表決一覧

第３回定例会　意見書

第３回定例会（９月４日～ 10月２日）市長が提出した議案

第３回定例会　表決一覧

第３回臨時会（７月 27日）市長が提出した議案

第３回臨時会　表決一覧

第３回定例会　意見書

各議員が出した結論は

定
例
会
結
果
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　全国市議会議長会からの要望を受け、国へ 2 件の意見書を提出しました。

　1 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
　新型コロナウイルス感染症の影響が地域経済にも大きく及んでおり、本年度はもとより来年度においても、地
方税・地方交付税など一般財源の激減が避けがたくなっています。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじめ、長
期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥ることが予
想されます。
　よって、令和３年度地方財政対策および地方税制改正に向けて要望するものです。

　【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、
　　　　　 経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣

　2 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書
　国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における人材確保の観点から、厚生年金への地方議会議員の加入の
ための法整備を早急に実現するよう要望するものです。

　【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣　

1 市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例について

本市の元水道事業管理者が、官製談合防止法違反などの罪により、懲役２年、執行猶予３年、追徴金 17
万３千円の判決が言い渡され、刑が確定したことを踏まえ、今回の事件を重く受け止め、元水道事業管理
者を任命した市長の責任として、令和２年８月分および９月分の２カ月分の市長の給料支給額について、
50％の減額を行う条例改正を行いました。

2 令和２年度多賀城市一般会計補正予算（第５号）

3 令和２年度多賀城市水道事業会計補正予算（第３号）

案
件
等
の
番
号

自由民主党 日本共産党 公明党 無 多 市 新
審
議
結
果

佐
藤　
雅
博

鈴
木
新
津
男

米
澤
ま
き
子

森　
長
一
郎

吉
田　
瑞
生

遠
藤　
秋
雄

中
田　
定
行

佐
藤　
惠
子

戸
津
川
晴
美

阿
部　
正
幸

齋
藤　
裕
子

根
本　
朝
栄

江
口　
正
夫

雨
森　
修
一

板
橋　
惠
一

昌
浦　
泰
已

竹
谷　
英
昭

伏
谷　
修
一

1 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × 〇 × × ×
※

原案可決

2～3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
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第３回臨時会　表決一覧

第３回定例会　意見書

第３回定例会（９月４日～ 10月２日）市長が提出した議案

第３回定例会　表決一覧

第３回臨時会（７月 27日）市長が提出した議案

第３回臨時会　表決一覧

第３回定例会　意見書
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第３回定例会　意見書

各議員が出した結論は

定
例
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結
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組
織
改
編
に
つ
い
て

来
年
４
月
か
ら
市
の
組
織
の
名
称

変
更
が
議
員
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
部
の
名
称
が
消
え
る
こ
と
に
左
記
の

３
点
で
市
当
局
と
議
論
を
展
開
し
よ
う
と

考
え
、
一
般
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。
❶

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
組
織
改
編
で
伝
統

あ
る
建
設
部
の
名
前
を
無
く
す
の
は
、
い

か
な
る
理
由
で
し
ょ
う
か
。
❷
令
和
２
年

８
月
21
日
の
議
員
へ
の
説
明
で
は
、
都
市

政
策
部
の
名
称
に
す
る
と
の
こ
と
。
企
画

部
門
と
勘
違
い
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
市
民
や
本
市
を
訪
れ
た
方
に
は

分
か
り
づ
ら
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
❸
全
国

の
多
く
の
都
市
で
は
、
産
業
建
設
部
の
名

称
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
も
そ
う

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

❶
今
回
の
名
称
変
更
は
、
社
会
資

本
の
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担

う
と
い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
発
展
、
進

化
す
る
と
い
う
意
味
で
変
更
し
た
も
の
な

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。
❷
❸
都
市
政
策
部
の
名
称
は
、「
こ

れ
ま
で
構
築
し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
を
活
用

し
、
産
業
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
積
極
的

な
都
市
政
策
を
展
開
し
て
い
く
」
と
い
う

姿
勢
を
こ
め
た
名
称
と
し
て
決
定
し
た
も

の
で
す
。
し
か
し
、
都
市
政
策
部
と
い
う

名
称
が
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
づ
ら
い
の

で
は
な
い
か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

今
回
、
産
業
建
設
部
と
い
う
ご
提
案
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
名
称
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
改

め
て
、
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

定例会　一般質問

▲

市
営
住
宅

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦
　泰
已

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
対
策
に
つ
い
て

❶
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
対
象

基
準
日
以
降
に
出
生
し
た
新
生
児

を
給
付
金
対
象
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

❷
感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
勤
務
を
し

て
い
る
保
育
所
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
の
職
員
に
対
し
て
慰
労
金
を

支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
❸
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
避
難
所
過
密
状
態
防
止
の
た
め
、

多
賀
城
高
校
と
貞
山
高
校
を
指
定
避
難
所

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
❹
ウ
イ
ル
ス
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
学
校
や
保
育

所
な
ど
の
施
設
を
、
抗
ウ
イ
ル
ス
・
抗
菌

施
工
に
よ
る
予
防
対
策
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

❶
真
に
必
要
な
支
援
の
在
り
方
を

検
討
し
、
そ
の
旨
を
新
し
い
市
長

に
申
し
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
❷
国
の

考
え
や
動
向
に
沿
っ
て
対
応
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
❸
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
で
き
る
限
り
多

く
の
避
難
所
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

既
に
締
結
し
て
い
る
覚
書
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
避
難
場
所

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。
❹
感
染
性
の
あ
る
も
の
に
対

す
る
予
防
対
策
と
し
て
、
国
や
県
が
示
す

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
手
洗
い
の

徹
底
や
消
毒
清
掃
な
ど
を
日
々
実
施
し
て

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
感

染
予
防
の
基
本
行
動
で
あ
る
手
洗
い
、
う

が
い
、
消
毒
清
掃
の
徹
底
を
基
軸
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
予
防
対
策
の
取
り
組

み
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
明
党

阿
部
　正
幸

第3回

問答

問答

1
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に
対
す
る
所
得

　制
限
に
つ
い
て

2
新
生
児
の
い
る
家
庭
に「
特
別
定
額
給
付
金
」

　を
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て

3
水
道
事
業
官
製
談
合
事
件
を
教
訓
に
し
た
、

　再
発
防
止
に
つ
い
て

 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得

制
限
は
、
生
ま
れ
育
つ
家
庭
の
収

入
額
で
、
命
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
撤
廃
を
求
め
ま
す
。
同
時
に
、

線
引
き
を
し
て
い
る
合
理
的
理
由
を
お
聞

き
し
ま
す
。

一
定
の
所
得
に
満
た
な
い
世
帯
に

対
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
医

療
機
関
の
受
診
を
控
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
支
援
す
る
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
世
帯

を
市
全
体
で
支
え
る
た
め
に
、
所
得
制
限

を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
、
４
月
28
日
以
降

に
誕
生
し
た
新
生
児
の
い
る
家
庭

に
、
出
生
率
県
内
１
位
を
後
押
し
す
る
た

め
に
も
「
特
別
出
産
応
援
給
付
金
」（
仮

称
）と
し
て
、
10
万
円
の
給
付
を
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

真
に
必
要
な
支
援
の
在
り
方
を
検

討
し
、
そ
の
旨
を
新
し
い
首
長
に

申
し
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

水
道
事
業
官
製
談
合
事
件
の
裁
判

で
事
業
者
は
「
談
合
」
を
認
め
る

供
述
を
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
事
業
者
は

い
ず
れ
も
「
談
合
の
事
実
は
な
い
」
と
回

答
を
し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
、
協
同

組
合
へ
の
書
面
で
、
再
発
防
止
が
図
ら
れ

る
の
か
、
ま
た
そ
の
根
拠
を
示
し
て
下
さ

い
。

「
入
札
・
契
約
の
あ
り
方
等
に
関

す
る
実
施
計
画
」
に
基
づ
く
改
善

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
限
付
き
一
般

競
争
入
札
の
参
加
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る

な
ど
、
競
争
性
の
確
保
を
図
っ
た
上
で
、

適
切
に
入
札
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
共
産
党

遠
藤
　秋
雄

問1答答

問3答

問2

1
市
営
住
宅
入
居
要
件
の
連
帯
保
証
人
規
定
に

　つ
い
て

2
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
新
た
な
住
宅
支
援

　制
度
推
進
に
つ
い
て

3
新
し
い
生
活
様
式
に
向
け
た
、
行
動
経
済
学

　「ナ
ッ
ジ
」の
知
見
活
用
に
つ
い
て

本
市
の
市
営
住
宅
入
居
に
伴
う
連

帯
保
証
人
の
対
応
と
、
規
定
要
件

か
ら
連
帯
保
証
人
を
外
す
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
公
営
住
宅
の
入
居
に

あ
た
り
、
家
賃
納
入
に
対
す
る
協

力
や
債
務
履
行
の
た
め
、
連
帯
保
証
人
を

置
く
こ
と
を
義
務
付
け
て
お
り
ま
す
。
本

件
に
つ
い
て
は
、
県
な
ど
と
今
後
も
引
き

続
き
調
整
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

❶
高
齢
者
な
ど
の
住
宅
確
保
要
配

慮
者
へ
の
、
住
宅
確
保
支
援
を
目

的
と
し
た
賃
貸
住
宅
の
登
録
制
度
で
あ
る
、

「
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制

度
」
の
本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
い
ま

す
。
❷
本
市
独
自
で
居
住
支
援
協
議
会
を

設
置
し
、
空
き
家
、
空
き
室
を
活
用
し
て
、

住
宅
情
報
の
提
供
や
住
宅
相
談
な
ど
、
住

環
境
の
整
備
を
推
し
進
め
る
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。❶

県
内
の
市
町
村
や
不
動
産
関
係

団
体
を
会
員
と
し
て
、
県
が
設
置

し
た
居
住
支
援
協
議
会
が
中
心
と
な
り
住

宅
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

❷
居
住
支
援
協
議
会
に
お
い
て
支
援
を
行

う
こ
と
が
、
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
に
向
け
て
、
人

間
の
心
理
や
癖
を
踏
ま
え
望
ま
し

い
行
動
を
自
発
的
に
促
す
、
行
動
経
済
学

「
ナ
ッ
ジ
」
理
論
の
知
見
を
活
用
し
た
、

市
民
の
行
動
変
容
の
促
進
と
行
政
運
営
の

推
進
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

国
の
検
討
成
果
や
動
向
、
先
行
事

例
な
ど
の
情
報
収
集
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
明
党

齋
藤
　裕
子

問1問2

問3

答 答

答
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組
織
改
編
に
つ
い
て

来
年
４
月
か
ら
市
の
組
織
の
名
称

変
更
が
議
員
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
部
の
名
称
が
消
え
る
こ
と
に
左
記
の

３
点
で
市
当
局
と
議
論
を
展
開
し
よ
う
と

考
え
、
一
般
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。
❶

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
組
織
改
編
で
伝
統

あ
る
建
設
部
の
名
前
を
無
く
す
の
は
、
い

か
な
る
理
由
で
し
ょ
う
か
。
❷
令
和
２
年

８
月
21
日
の
議
員
へ
の
説
明
で
は
、
都
市

政
策
部
の
名
称
に
す
る
と
の
こ
と
。
企
画

部
門
と
勘
違
い
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
市
民
や
本
市
を
訪
れ
た
方
に
は

分
か
り
づ
ら
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
❸
全
国

の
多
く
の
都
市
で
は
、
産
業
建
設
部
の
名

称
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
も
そ
う

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

❶
今
回
の
名
称
変
更
は
、
社
会
資

本
の
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担

う
と
い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
発
展
、
進

化
す
る
と
い
う
意
味
で
変
更
し
た
も
の
な

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。
❷
❸
都
市
政
策
部
の
名
称
は
、「
こ

れ
ま
で
構
築
し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
を
活
用

し
、
産
業
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
積
極
的

な
都
市
政
策
を
展
開
し
て
い
く
」
と
い
う

姿
勢
を
こ
め
た
名
称
と
し
て
決
定
し
た
も

の
で
す
。
し
か
し
、
都
市
政
策
部
と
い
う

名
称
が
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
づ
ら
い
の

で
は
な
い
か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

今
回
、
産
業
建
設
部
と
い
う
ご
提
案
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
名
称
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
改

め
て
、
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

定例会　一般質問

▲

市
営
住
宅

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦
　泰
已

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
対
策
に
つ
い
て

❶
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
対
象

基
準
日
以
降
に
出
生
し
た
新
生
児

を
給
付
金
対
象
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

❷
感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
勤
務
を
し

て
い
る
保
育
所
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
の
職
員
に
対
し
て
慰
労
金
を

支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
❸
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
避
難
所
過
密
状
態
防
止
の
た
め
、

多
賀
城
高
校
と
貞
山
高
校
を
指
定
避
難
所

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
❹
ウ
イ
ル
ス
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
学
校
や
保
育

所
な
ど
の
施
設
を
、
抗
ウ
イ
ル
ス
・
抗
菌

施
工
に
よ
る
予
防
対
策
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

❶
真
に
必
要
な
支
援
の
在
り
方
を

検
討
し
、
そ
の
旨
を
新
し
い
市
長

に
申
し
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
❷
国
の

考
え
や
動
向
に
沿
っ
て
対
応
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
❸
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
で
き
る
限
り
多

く
の
避
難
所
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

既
に
締
結
し
て
い
る
覚
書
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
避
難
場
所

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。
❹
感
染
性
の
あ
る
も
の
に
対

す
る
予
防
対
策
と
し
て
、
国
や
県
が
示
す

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
手
洗
い
の

徹
底
や
消
毒
清
掃
な
ど
を
日
々
実
施
し
て

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
感

染
予
防
の
基
本
行
動
で
あ
る
手
洗
い
、
う

が
い
、
消
毒
清
掃
の
徹
底
を
基
軸
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
予
防
対
策
の
取
り
組

み
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
明
党

阿
部
　正
幸

第3回

問答

問答

1
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に
対
す
る
所
得

　制
限
に
つ
い
て

2
新
生
児
の
い
る
家
庭
に「
特
別
定
額
給
付
金
」

　を
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て

3
水
道
事
業
官
製
談
合
事
件
を
教
訓
に
し
た
、

　再
発
防
止
に
つ
い
て

 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得

制
限
は
、
生
ま
れ
育
つ
家
庭
の
収

入
額
で
、
命
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
撤
廃
を
求
め
ま
す
。
同
時
に
、

線
引
き
を
し
て
い
る
合
理
的
理
由
を
お
聞

き
し
ま
す
。

一
定
の
所
得
に
満
た
な
い
世
帯
に

対
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
医

療
機
関
の
受
診
を
控
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
支
援
す
る
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
世
帯

を
市
全
体
で
支
え
る
た
め
に
、
所
得
制
限

を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
、
４
月
28
日
以
降

に
誕
生
し
た
新
生
児
の
い
る
家
庭

に
、
出
生
率
県
内
１
位
を
後
押
し
す
る
た

め
に
も
「
特
別
出
産
応
援
給
付
金
」（
仮

称
）と
し
て
、
10
万
円
の
給
付
を
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

真
に
必
要
な
支
援
の
在
り
方
を
検

討
し
、
そ
の
旨
を
新
し
い
首
長
に

申
し
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

水
道
事
業
官
製
談
合
事
件
の
裁
判

で
事
業
者
は
「
談
合
」
を
認
め
る

供
述
を
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
事
業
者
は

い
ず
れ
も
「
談
合
の
事
実
は
な
い
」
と
回

答
を
し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
、
協
同

組
合
へ
の
書
面
で
、
再
発
防
止
が
図
ら
れ

る
の
か
、
ま
た
そ
の
根
拠
を
示
し
て
下
さ

い
。

「
入
札
・
契
約
の
あ
り
方
等
に
関

す
る
実
施
計
画
」
に
基
づ
く
改
善

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
限
付
き
一
般

競
争
入
札
の
参
加
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る

な
ど
、
競
争
性
の
確
保
を
図
っ
た
上
で
、

適
切
に
入
札
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
共
産
党

遠
藤
　秋
雄

問1答答

問3答

問2

1
市
営
住
宅
入
居
要
件
の
連
帯
保
証
人
規
定
に

　つ
い
て

2
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
新
た
な
住
宅
支
援

　制
度
推
進
に
つ
い
て

3
新
し
い
生
活
様
式
に
向
け
た
、
行
動
経
済
学

　「ナ
ッ
ジ
」の
知
見
活
用
に
つ
い
て

本
市
の
市
営
住
宅
入
居
に
伴
う
連

帯
保
証
人
の
対
応
と
、
規
定
要
件

か
ら
連
帯
保
証
人
を
外
す
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
公
営
住
宅
の
入
居
に

あ
た
り
、
家
賃
納
入
に
対
す
る
協

力
や
債
務
履
行
の
た
め
、
連
帯
保
証
人
を

置
く
こ
と
を
義
務
付
け
て
お
り
ま
す
。
本

件
に
つ
い
て
は
、
県
な
ど
と
今
後
も
引
き

続
き
調
整
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

❶
高
齢
者
な
ど
の
住
宅
確
保
要
配

慮
者
へ
の
、
住
宅
確
保
支
援
を
目

的
と
し
た
賃
貸
住
宅
の
登
録
制
度
で
あ
る
、

「
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制

度
」
の
本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
い
ま

す
。
❷
本
市
独
自
で
居
住
支
援
協
議
会
を

設
置
し
、
空
き
家
、
空
き
室
を
活
用
し
て
、

住
宅
情
報
の
提
供
や
住
宅
相
談
な
ど
、
住

環
境
の
整
備
を
推
し
進
め
る
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。❶

県
内
の
市
町
村
や
不
動
産
関
係

団
体
を
会
員
と
し
て
、
県
が
設
置

し
た
居
住
支
援
協
議
会
が
中
心
と
な
り
住

宅
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

❷
居
住
支
援
協
議
会
に
お
い
て
支
援
を
行

う
こ
と
が
、
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
に
向
け
て
、
人

間
の
心
理
や
癖
を
踏
ま
え
望
ま
し

い
行
動
を
自
発
的
に
促
す
、
行
動
経
済
学

「
ナ
ッ
ジ
」
理
論
の
知
見
を
活
用
し
た
、

市
民
の
行
動
変
容
の
促
進
と
行
政
運
営
の

推
進
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

国
の
検
討
成
果
や
動
向
、
先
行
事

例
な
ど
の
情
報
収
集
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
明
党

齋
藤
　裕
子

問1問2

問3

答 答

答
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1
石
炭
火
力
発
電
所
と
温
暖
化

2
女
川
原
発
再
稼
働
に
ど
う
向
き
合
う
の
か

3
保
育
士
な
ど
に
慰
労
金
支
給
を

❶
仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

政
府
が
休
廃
止
す
る
と
し
た
非
効

率
的
な
石
炭
火
力
発
電
所
で
す
。
当
然
休

廃
止
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。
❷
石
炭
火
力
発
電
所
は
多
量
の

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
、
温
暖
化
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
県
・
国
に
対
し
、
全
廃
を
求
め

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。
❸
固
定
観
測
局
設
置
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
移
動
測
定
車
に

よ
る
調
査
の
充
実
と
測
定
結
果
の
よ
り
具

体
的
な
市
民
の
広
報
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

❶
現
時
点
で
休
廃
止
に
関
す
る
情

報
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
❷
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
長
期
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
含
め
て
、
注

視
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
❸
固

定
観
測
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。
移
動
測
定

車
に
よ
る
測
定
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か

ら
１
回
の
測
定
期
間
が
３
週
間
に
延
長
さ

れ
、
回
数
も
増
加
し
ま
す
。
市
広
報
誌
に

測
定
値
を
項
目
ご
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

女
川
原
発
再
稼
働
に
、
ど
の
よ
う

な
立
場
で
向
き
合
う
の
か
伺
い
ま

す
。

し
っ
か
り
と
し
た
安
全
対
策
と
実

効
性
の
あ
る
避
難
計
画
の
確
立
が

大
前
提
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

保
育
士
さ
ん
な
ど
に
も
市
独
自
に

慰
労
金
を
支
給
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

感
謝
の
念
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党

戸
津
川
　晴
美

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
応
し
た
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止
の
中
で
、
発

生
す
る
災
害
に
対
す
る
市
民
の
安

全
安
心
を
確
保
す
る
避
難
所
運
営
の
体
制

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
❶
指
定
避
難
所
避
難

者
の
受
付
お
よ
び
ト
リ
ア
ー
ジ
、
避
難
者

の
配
置
要
領
は
。
感
染
の
疑
い
の
あ
る
避

難
者
が
発
生
し
た
場
合
の
要
領
は
。
❷
指

定
緊
急
避
難
所
は
地
区
の
集
会
所
な
ど
で
、

施
設
規
模
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
指
定
避

難
所
と
の
運
営
要
領
の
相
違
点
と
そ
の
創

意
工
夫
策
は
。
❸
コ
ロ
ナ
対
応
用
主
要
備

蓄
品
の
準
備
状
況
は
。
❹
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
市
民
へ

の
周
知
お
よ
び
そ
の
慣
熟
訓
練
、
総
合
防

災
訓
練
の
実
施
要
領
は
。

❶
屋
外
と
避
難
所
入
り
口
の
２
カ

所
に
受
付
を
設
置
し
、
避
難
所
の

換
気
を
行
い
な
が
ら
、
密
接
や
密
集
を
防

ぐ
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
感
染
の
疑
い

の
あ
る
避
難
者
に
つ
い
て
は
、
県
の
指
示

に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
❷
指
定
緊
急

避
難
所
に
一
定
数
以
上
の
避
難
者
が
避
難

し
て
き
た
際
に
は
、
指
定
避
難
所
に
案
内

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
❸
マ
ス
ク
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
非
接
触
型
体
温
計
な

ど
を
備
蓄
し
、
指
定
避
難
所
に
は
簡
易
テ

ン
ト
も
備
蓄
し
て
お
り
ま
す
。
❹
本
年
７

月
と
９
月
に
、
職
員
と
地
域
の
方
に
対
し

て
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
宅

で
の
食
料
や
衛
生
用
品
な
ど
の
持
出
品
の

確
認
や
避
難
場
所
・
経
路
の
確
認
な
ど
の

自
助
訓
練
を
中
心
と
し
た
内
容
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

無
所
属
の
会

江
口
　正
夫

問1

問2

答

答問3答

問答

定例会一般質問第3回

▲移動測定車による大気環境測定

▲総合体育館での展示訓練
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一
般
質
問



1
石
炭
火
力
発
電
所
と
温
暖
化

2
女
川
原
発
再
稼
働
に
ど
う
向
き
合
う
の
か

3
保
育
士
な
ど
に
慰
労
金
支
給
を

❶
仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

政
府
が
休
廃
止
す
る
と
し
た
非
効

率
的
な
石
炭
火
力
発
電
所
で
す
。
当
然
休

廃
止
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。
❷
石
炭
火
力
発
電
所
は
多
量
の

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
、
温
暖
化
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
県
・
国
に
対
し
、
全
廃
を
求
め

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。
❸
固
定
観
測
局
設
置
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
移
動
測
定
車
に

よ
る
調
査
の
充
実
と
測
定
結
果
の
よ
り
具

体
的
な
市
民
の
広
報
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

❶
現
時
点
で
休
廃
止
に
関
す
る
情

報
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
❷
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
長
期
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
含
め
て
、
注

視
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
❸
固

定
観
測
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。
移
動
測
定

車
に
よ
る
測
定
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か

ら
１
回
の
測
定
期
間
が
３
週
間
に
延
長
さ

れ
、
回
数
も
増
加
し
ま
す
。
市
広
報
誌
に

測
定
値
を
項
目
ご
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

女
川
原
発
再
稼
働
に
、
ど
の
よ
う

な
立
場
で
向
き
合
う
の
か
伺
い
ま

す
。

し
っ
か
り
と
し
た
安
全
対
策
と
実

効
性
の
あ
る
避
難
計
画
の
確
立
が

大
前
提
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

保
育
士
さ
ん
な
ど
に
も
市
独
自
に

慰
労
金
を
支
給
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

感
謝
の
念
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党

戸
津
川
　晴
美

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
応
し
た
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止
の
中
で
、
発

生
す
る
災
害
に
対
す
る
市
民
の
安

全
安
心
を
確
保
す
る
避
難
所
運
営
の
体
制

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
❶
指
定
避
難
所
避
難

者
の
受
付
お
よ
び
ト
リ
ア
ー
ジ
、
避
難
者

の
配
置
要
領
は
。
感
染
の
疑
い
の
あ
る
避

難
者
が
発
生
し
た
場
合
の
要
領
は
。
❷
指

定
緊
急
避
難
所
は
地
区
の
集
会
所
な
ど
で
、

施
設
規
模
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
指
定
避

難
所
と
の
運
営
要
領
の
相
違
点
と
そ
の
創

意
工
夫
策
は
。
❸
コ
ロ
ナ
対
応
用
主
要
備

蓄
品
の
準
備
状
況
は
。
❹
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
市
民
へ

の
周
知
お
よ
び
そ
の
慣
熟
訓
練
、
総
合
防

災
訓
練
の
実
施
要
領
は
。

❶
屋
外
と
避
難
所
入
り
口
の
２
カ

所
に
受
付
を
設
置
し
、
避
難
所
の

換
気
を
行
い
な
が
ら
、
密
接
や
密
集
を
防

ぐ
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
感
染
の
疑
い

の
あ
る
避
難
者
に
つ
い
て
は
、
県
の
指
示

に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
❷
指
定
緊
急

避
難
所
に
一
定
数
以
上
の
避
難
者
が
避
難

し
て
き
た
際
に
は
、
指
定
避
難
所
に
案
内

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
❸
マ
ス
ク
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
非
接
触
型
体
温
計
な

ど
を
備
蓄
し
、
指
定
避
難
所
に
は
簡
易
テ

ン
ト
も
備
蓄
し
て
お
り
ま
す
。
❹
本
年
７

月
と
９
月
に
、
職
員
と
地
域
の
方
に
対
し

て
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
宅

で
の
食
料
や
衛
生
用
品
な
ど
の
持
出
品
の

確
認
や
避
難
場
所
・
経
路
の
確
認
な
ど
の

自
助
訓
練
を
中
心
と
し
た
内
容
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

無
所
属
の
会

江
口
　正
夫

問1

問2

答

答問3答

問答

定例会一般質問第3回

▲移動測定車による大気環境測定

▲総合体育館での展示訓練

　
平
成
23
年
６
月
の
第
２
回
定
例
議

会
で
、
東
日
本
大
震
災
調
査
特
別
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
今
日
ま
で
委
員

会
を
66
回
開
催
し
、
本
市
の
復
興
状

況
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
①
被
災
者
の
生
活

再
建
お
よ
び
被
災
者
支
援
の
充
実
②

地
域
産
業
の
復
旧
、
復
興
施
策
③
生

活
環
境
対
策
④
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
、
復
興
計
画
⑤
防
災
計
画
体
制

の
見
直
し
⑥
財
政
対
策
、
財
源
の
見

直
し
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
復
興
事
業
に
必
要
な
資

金
も
、
予
定
通
り
国
か
ら
交
付
金
な

ど
が
交
付
さ
れ
、
そ
の
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
の
交
付
金
は
今
後

継
続
し
て
確
保
す
る
こ
と
は
、
復
興

を
推
進
す
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
継
続
し
て
行

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
令
和
２
年
８
月
20
日

に
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
進
ち
ょ
く
状

況
を
現
地
視
察
調
査
で
詳
細
に
行
い

ま
し
た
。
視
察
内
容
は
、
緊
急
避
難

路
・
物
流
路
笠
神
八
幡
線
と
、
清
水

沢
多
賀
城
線
の
工
事
で
す
。
両
事
業

と
も
90
％
完
成
し
て
お
り
、
順
調
に

進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
心
の
復
興
に
関
し

て
の
事
業
を
視
野
に
活
動
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
に

応
じ
て
、
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
活

動
に
対
し
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
東
日
本
大
震
災
調
査
特
別
委
員

会
か
ら
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
調
査
特
別
委
員
会
　
　

委
員
長
　
竹
谷
　
英
昭
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２
０
２
４
年
に
創
建
１
３
０
０
年
を
迎

え
る
た
め
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事

業
調
査
特
別
委
員
会
（
全
議
員
で
構
成
）

を
平
成
29
年
９
月
13
日
に
設
置
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
に
委
員
会
を
12
回
開
催
し
、

今
年
度
の
事
業
の
取
り
組
み
を
調
査
し
て

き
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
外
郭

南
門
等
復
元
工
事
の
起
工
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
８
月
20
日
、
復
元
工
事
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

１
、
南
門
等
復
元
整
備
事
業

　
①
仮
設
工
事　
素
屋
根
設
置

　
②
基
礎
工
事　
遺
構
養
生
盛
り
土

　
　
　
（
７
３
０
㎡
、
高
さ
0.5
～
3.5
ｍ
）

　
　
基
壇
工
事

　
　
　
（
東
西
15
・
９
ｍ
、
南
北
12
ｍ
）

　
　
石
工
事

　
　
　
（
礎
石
、
地
覆
石
、
基
壇
化
粧
石
）

２
、
中
央
公
園
施
設
整
備
の
内
容

ト
イ
レ
整
備
、築
地
塀
と
湿
地
の
整
備
、

園
路
、
あ
ず
ま
や
、
倉
庫
、
修
景
施
設

の
整
備

多
賀
城
創
建
1
3
0
0
年
事
業
　
　
　
　

調
査
特
別
委
員
会
　
　
　
　

委
員
長
　
吉
田
　
瑞
生

▲笠神八幡線

▲南門工事全体像▲南門工事内部

　多賀城創建1300年事業特別委員会現場視察

　東日本大震災調査特別委員会現場視察

特
別
委
員
会
現
場
視
察
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広報特別委員会

編
集
後
記

多賀城市立第二中学校の
体育祭

　
今
回
の
１
１
３
号
か
ら
、
ま
た
広
報
特
別
委
員
に

加
わ
り
ま
し
た
。
１
年
ほ
ど
編
集
の
任
務
か
ら
離
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
以
前
と
同
様
に
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
誌
面
を
目
指
し
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
今
議
会
は
、
市
長
の
退
任
表
明
後
に
開
催
さ
れ
た
と

い
う
特
殊
な
事
情
も
あ
り
、
一
般
質
問
を
行
っ
た
議
員

が
通
常
よ
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
最
終

日
に
は
市
長
よ
り
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
大
変
残

念
な
気
持
ち
で
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
こ
れ
か
ら
も
拡
大
の
可
能
性
が
あ

り
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
生
活
が
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
互
い
の
心
に
ほ
ん
の
少
し
の
余
裕
を
持
ち
、
手

を
取
り
合
っ
て
、
ご
一
緒
に
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
津
川
　
晴
美
）

委
員
長　
　
齋　
藤　
裕　
子

副
委
員
長　
　
鈴　
木　
新
津
男

委　
　
員　
　
佐　
藤　
雅　
博

委　
　
員　
　
江　
口　
正　
夫

委　
　
員　
　
戸
津
川　
晴　
美

委　
　
員　
　
昌　
浦　
泰　
已

　令和２年９月５日㈯多賀城市内の３つの中学校、多賀城中学校のみ６日㈰で体育祭が盛大に開催され
たようです。ようです、という表現を用いたのは市議会議員には新型コロナウイルス感染症（以下コロ
ナと略します）の影響により案内を控えさせていただきますという通知が届き、来賓として参席できず、
また、体育祭の写真を撮る機会もなかったのです。そこで、市教育委員会を通じて各中学校にあらかじ
め写真の撮影を依頼し、各中学校から提供された写真を広報特別委員会で選んだ結果、表紙の写真となっ
たのが、それぞれの表情が素敵に出ている写真です。体育祭の詳細については、第二中学校の品川信一
校長にお願いをいたしました。市議会議員はコロナの影響により、昨年度の卒業式から今年度の入学式
などの学校の諸行事に参加ができない状態が続いております。コロナがなければ、議員が住んでいる住
所を学区としている小・中学校から来賓として学校行事に招待され、児童・生徒の皆さまの教育の成果
を目の当たりにできるのですが、一日でも早いコロナの終息を願わずにはいられません。

（表紙担当　昌浦　泰已）

一人一人が輝いた体育祭（多賀城市立第二中学校）
　今年度は、新型コロナウイルス感染防止対応として、
多くの学校行事を中止せざるをえない状況下において、
体育祭が唯一全校生徒で取り組める行事となりました。
感染防止の観点から、競技を絞り込み、ご来賓や地域の
方々をご招待することができず、縮小しての実施となり
ました。当日は、４名のカラー団団長による「私たち多
二中生は、今日、体育祭ができることに感謝しています。
開催を決めてくださった先生方、校庭を整備してくだ
さった業務員さん、家でサポートしてくれた家族、そし

て何よりも助け合い励まし合ったカラーのみんな！本当にありがとう。心から感謝しています。今日の
私たちは『全力笑顔』で頑張ります。そして、一生懸命に競技に取り組み、この会場にいる全ての人た
ちを感動の渦に巻き込みます。『感謝』と『感動』を胸に、多二中生史上最も熱い日にすることを誓いま
す。」との力強い宣誓により、体育祭をスタートさせました。
　競技中は、写真のように多くの場面で生徒の笑顔が弾け、一人一人が主人公として輝いた熱い日とな
りました。

（第二中学校　品川　信一　校長）
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